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散乱関数の時間依存性を示 している｡時間と共に (100)ブラッグ点 (qc=0)の強度が増大,
qc方向の半値巾が減少してお り,層間の秩序が進行していることを示しているo 秩序化が始
まって約 10時間の間に33ケの散乱関数を測定し,スケーリングプロットをしたのが第 2図で
あるo横軸は半値巾 Aq(i)でスケールした波数,縦軸は qc-0の位置で1に規格化 してあ
一896-
｢パターン形成の運動及び統計｣
( ･L 7- 7















九工大 ･工 甲 斐 昌 一
1.はじめに
液晶を約0.1mn程度の間隔で電極ではさみ,電界 (～lkv/cm)を印加すると液晶内部に分
子の巨視的な対流が発生する｡電界強度を増すとこの対流は次々と形を変えながら最終的には
乱流状態-移っていく1)｡これが液晶にみられる電気流体力学的不安定性(Electrohydrodynamic
Instability:EHD)である.この現象はf>fc(ある臨界周波数 )でのパラメータ発振とf<
fcでの対流不安定性とに区別される2)｡ここではこのような液晶のEHI)に見られるパター ン
形成について報告する｡
2.秩序形成過程
対流不安定性 (ウィリアムズ･ドメイン不安定性 )での定常的挙動は比較的良く研究され,
定性的に良ぐ~理解されているが,過渡的な現象 (秩序形成過程 )にっいての理解は決して深く
ない｡直接可視化で秩序の形成過程が観測されることは大変便利であるが,f<fcでのロー
ル不安定性 (ウィリアムズ･ドメイン不安定性 )では,測定の時間的問題等があって過渡現象
の詳細な研究が出来にくい｡そこでここではf>fcでのディレクターのパラメータ発振不安
定性の過渡現象について述べる14)｡この現象はしきい値電圧Vc以下の電圧から突然ステップ
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